
日光市放射能汚染分布 
 

マイクロシーベルト/以上～未満

0.1未満/   1ヶ所  0.2% 

0.1-0.2/ 155ヶ所  28.8% 

0.2-0.3/ 187ヶ所  34.8% 

0.3-0.4/ 152ヶ所  28.3% 

0.4-0.5/  30ヶ所   5.6% 

0.5-0.6/  10ヶ所   1.9% 

0.6-0.7/   2ヶ所   0.4% 

0.7-0.8/   1ヶ所   0.2% 

◆低線量の長期放射線被ばくで健康被害!!◆ 

❖政府の放射能除染基準//毎時0.23μSv❖ 

❖政府の放射能除染対象地域//日光市 !!❖ 

❏栃木県原発崩壊前//0.030～0.067μSv/h❏ 
 

       2011.12.０２//nikko-no.０６ 
 

 
 

 

  ❖緊急紹介 !! ❖           横浜からのmail紹介（抜粋） 

「横浜市の修学旅行を考える会」日光市に要望書提出！ 
 

       住民は被曝し続けていることを声高に言って欲しいです！ 
        観光客が訪れて、靴や服に放射性物質をくっつけて帰る！ 

【裏面//日光市長あて要望書】 

 

  「横浜市の修学旅行を考える会」の生野です。・・・・日光から声が上がらないことは事

情があるんだろうと思っています。日光市は、横浜市が先月末に全ての小中学校の屋上

や側溝などマイクロスポットの測定をしましたが、それと比べても明らかに高いです。日光市では食品の検査の徹底を要望

して欲しいし、給食は要注意です。地場のものも気軽に検査できるように市民測定所も立ち上げて欲しいです。日光市民

が声を上げにくいなら、なお更横浜のような外部から声を上げて行きたいと思います。私たちは、横浜市民測定所という食

品検査の市民団体も立ち上げています。 

  日光は、風評ではなく実害で、その責任は東電と政府が取るべきです。日光市の方々は何も悪くないんです。日光市は

測定結果と土壌の検査データを東電に送って、損害賠償すべきと迫って欲しいです。政府の除染対象になっていますが、

お上がどこまでやってくれるのか、あまり期待できないです。たくさんの観光客が訪れて、その人たちが靴や服に放射性物

質をくっつけて帰ります。物理的半減期もありますし、いつかは少なくなるでしょう。でも、その間にも住民は被曝し続けてい

るんだという事を、開き直って声高に言って欲しいです。また、今回、横浜市、日光市への要望書提出にあたって、横浜市

教育委員会、秘書課は、日光市の小中学校のホットスポット除染報告を見て「高いですね」とうなっていました。 

  応援しています。今後もよろしくお願いいたします。 

 
 

 ❏❏お誘い❏❏ 講演会 
 

崎山比早子先生 

  ❖１２月１０日〈土〉 １３時３０分～１６時 
  ■塩谷町/大宮公民館/大宮交差点から郵便局側 
 

主催//放射能から子どもを守る会・塩谷 

twitter:@savechildshioya   ｔｅｌ-0287-45-0049（岩城） 

 ＨＰ http://kodomo-mirai.jimdo.com/ 
 

 

❏集まり｢日光は大丈夫？｣の声①❏ 
 

 

❏Ｔ さん❏  栗山地区に住んでいます。3.11以降、

放射能が心配でした。昔、反原発運動に関わっていた

こともあって大変なことになったと・・・まず、子どもたち

をどうすればいいのかなと思いました。 
 

❏Ｎ さん❏  小さい子がいるので、学校で先生に

「放射能大丈夫なんですか」と聞くと、「市の教育委員

会は大丈夫ですよ、問題ないですよ」という。先生自身

が全く知らないよう。逆に「危険なんですか」って聞かれ

るんです。私もどれくらいなら安全か解らない。いろい

ろ調べて、何ができるかと思っても何もできない。今

日、話を聞きたいと参加させていただきました。 
 

❏O さん❏  中2、小6、小3の子がいます。事故以

来、政府から発表されることが、非常に嘘くさいなという

ことで、いろいろ調べてきたところ、やはり嘘だった。こ

れじゃ安全じゃない。自分たちでいろいろ調べてきまし

た。その中で、ガイガーカウンターもほしいなということ

で、仲間と一緒に買って、測定をしてきたんです。みん

なで協力して何かできないか・・・そして、今後、皆さん

ともつながっていきたいと参加しました。 

 

 

❏Ｉ さん❏  子どももうすぐ１歳、心配なんで参加しまし

た。インターネットで福島や茨城の様子、風向きを見て・・

15日、危ないと娘を連れて名古屋方面に逃げました。そ

の後、戻り、政府の発表は、みんなだましのようなもので、

何も信用できなくて、いろいろ勉強したいと思っています。 
 

❏Ｓ さん❏  原発爆発で放射能はどこまで広がるか心

配で心配で・・・政治家は本当に正しいこと言っているの

かな・・・知り合いから誘われて、講演など聞くようになって

解るようになりました。若いお母さん方にも知らせたい。 
 

❏Ｋ さん❏  この社会を何とか変えたい。放射能の問

題は緊急の課題ですけど、できれば持続可能な社会を目

指していきたい。 
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放射能から子どもを守り 

１人の被ばく者も出さない 
 

給食は一食ごと測定し放射能ZEROの安心 

１日でも早く以前の放射線量に戻そう 

政府･県･日光市の積極的な除染対応を望む 

❖

裏
面
み
て❖

 

http://kodomo-mirai.jimdo.com/
mailto:nairamdal-05@s5.dion.ne.jp


❏❏参 考❏❏      平成 23年 11月 28日 

 
日光市市長  斎藤 文夫殿 

(社)日光観光協会会長 新井 俊一殿  

日光市教育委員会教育長 前田 博殿 
 

     横浜市の修学旅行を考える会 

         代表： 生野悦子 

 

日光市内の修学旅行宿泊施設・観光地の放射能調査及び、宿泊施設で給食される食品の 

放射性物質検査の徹底を早急に行うことを求める要望書 
 

 

 文部科学省の航空機モニタリング調査結果により、福島第一原発の事故による東日本の汚染が明確になっ

てきました。その結果、日光市は「ホットスポット」であると指摘され、国の除染対象となっております。にもかかわ

らず、日光観光地の放射線測定データは少なく、「日光市観光安全宣言」には説得力がありません。国際観光

文化都市を標榜し、修学旅行等の誘致をするのであれば、放射能の正確な測定、対策（除染等）の公表は道

義的・社会通念上においても必須の条件であり、今後は他地域に先がけた更なる放射線対策の強化をお願い

申し上げます。 

 よって、修学旅行において子ども達が訪れる場所すべての空間線量と土壌核種測定、及び宿泊施設で提供

される食品（飲料を含む）のゲルマニウム半導体検出器を使用した測定値の公表を求めます。文部科学省が定

めた目標である年間1mSv以下を目指す為に、以下の事項を要望します。 

 お忙しいところを恐縮ですが、要望書の内容について是非ともご検討いただいた上で、回答は文書にて本要

望書到着より二週間以内の12月12日までに頂きたくお願い申し上げます。 
 

記 
 

１．子ども達が訪れる全ての場所（駐車場を含む）の空間線量の測定値を公表する。 

  （地表からの高さ １ｍ、５０ｃｍ、１ｃｍ） 

２．放射性物質の溜まりやすいと思われる場所（側溝、雨樋いの下、落ち葉等の堆積物）の詳しい測定を行う。 

  高さ１ｃｍでの線量が0.19μSv/hを超えた場合には、土壌の核種検査を実施し、結果を公表する。 

３．１と２の測定で年間1mSv換算を越える値が出た場合、適切な除染活動を行い、除染後の数値を公表する。 

４．宿泊施設で提供される食事の献立と各食材（飲料を含む）の原産地を公表する。 

５．宿泊施設で提供される各食材（飲料を含む）のゲルマニウム半導体検出器を使用した測定値を公表する。 

  （検出下限値は１Bq/kgとする） 

６．生物濃縮係数が高い食材、土壌からの移行係数が高い食材については献立から外すなど、経口からの 

  内部被曝を避ける為の放射線対策の内容を公表する。 

７．これらの調査、公表ができない場合は安全であるかの判断材料に欠ける為、修学旅行の誘致は行わない。 

以上（一部削除）

 

 

◇放射線量高い地域への修学旅行見直しを/市民団体が要望書/横浜◇ 
神奈川新聞〈2011.11.28/抜粋〉 

❏「横浜市の修学旅行を考える会」は、２８日、放射線量の高い地域への修学旅行の見直しを求め、横浜市長と教育長宛

てに要望書を提出❏横浜市立小学校の多くが訪問する日光市に、国が財政負担して除染を援助する「汚染状況重点調査

地域」に該当・・「児童が安全に学習できる場所として適切ではない」と指摘❏旅行中に児童が立ち寄る全ての場所の放射

線測定結果や、宿泊先の食事の献立、原材料の産地などを日光市から提供してもらった上で、保護者も交えて協議するよ

う横浜市に求めている❏市教委によると市立小学校３４４校は、５月～11月ごろに各校の判断で修学旅行を実施。・・・８割

以上の学校が日光市を訪問。市教委は「内容を精査し、対応を検討する」としている❏ 
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